
「オープン・フェア・ベスト」を行動の原点に

社会的責任を果たしてこそ
“グローバル・エクセレント・カンパニー”

CSR推進活動の原点は
オープン・フェア・ベスト

環境・安全・品質への取り組みはメーカーの責務

日東電工グループの使命と責任
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日東電工グループでは、2005年度にスタートした中期経営

計画「One-NITTO Dream Plan Step2」の中で、2007年

度に「グローバル・エクセレント・カンパニー」と認められる企業

になることを目標に掲げています。グローバル・エクセレント・

カンパニーとは、単に“業績の優れた企業”ではありません。

企業が存続するためには優れた業績を目指すことはもちろん

重要ですが、同時にすべてのステークホルダーの皆様から高い

評価をいただけるよう努めなければならないと考えています。

たとえば、従業員に会社をどれだけ好きになってもらい、誇り

をもって働いてもらえるか。また、いかに産業廃棄物の排出や

有機溶剤の大気排出などの環境問題に取り組みつつ、資源生

産性を高められるか。そして、地域、世界の人々にどこまで愛

されるか、などいくつものテーマがあります。

日東電工グループは、継続的に「質をともなった成長」のため

のさまざまな取り組みを推進してまいりました。まず2003年

度は「グローバル元年」と位置づけ、各部門でグローバル会議

を新たに開始するなど、グループ一丸となるための取り組みを

再加速させました。翌年にはグループ技術部門の従業員約

350名が参集した国際会議も開催し、グローバル規模での対

応力強化を図ってきました。    

さらに、2004年度を「コーポレート・

ブランド元年」と位置づけて、「従業員が

誇りを持ち、活き活き、ワクワク仕事がで

きる会社づくり」を開始しています。その

一環として、7月にブランドステートメント

とそれを象徴するグループ統一の

ブランドマークを制定しま

した。また2005年１月に

は大阪国際女子マラソン

に協賛し、多くのグループ

従業員が運営スタッフと

して参加しました。

2005年度は、日東電工グループにおける「CSR元年」であ

ると位置づけ、グループにとっての“社会的責任（CSR）”とは何

かを考え、あらためて実践していく年としました。

『CSR推進活動の指針』を定め、その実践にあたって2005

年4月から「CSR推進委員会」を発足させ「CSR推進部」を設

置し、法令・倫理を守る文化をつくり、その文化が企業活動の基

盤となるように取り組んでまいります。

全世界の日東電工グループが“One-NITTO”となり、「質をともなった成長」を目指します

日東電工グループは、メーカーとしてお客様に満足していた

だける製品・サービスを提供するため、開発・設計段階から安

定した品質の維持に努めるのはもちろんですが、従業員や地域

住民の方々の安全を確保することや、環境への負荷をできるだ

け小さくすることについても重要であると認識しています。

製造工程で多くの有機溶剤を使用することから、火気事故

の発生の危険性を認識しさまざまな対策を講じています。万

が一火気事故が発生した場合でも、従業員や地域住民の方々

の安全を第一に考えて行動いたします。

有機溶剤の大気排出については、脱臭装置などを増設して

大幅に削減しました。さらに、温室効果ガス削減においても

指標・目標値を定め、活動を強化していきます。

私たちは、すべての活動において「オープン・フェ

ア・ベスト」の精神で真摯に取り組んでまいります。

本報告書を通して日東電工グループの活動を皆様

にご理解いただき、率直なご意見、ご感想をいただけ

れば幸いに存じます。

2005年6月

日東電工株式会社　代表取締役社長

Top Message

CSR推進活動の指針
「健全な事業活動を通して最大の社会的責任である企業価
値の向上を図るため、“オープン・フェア・ベスト”を行動の原
点として、法令倫理コンプライアンスと適切な情報開示を基
本にさまざまなステークホルダーの価値観に調和した事業
活動を遂行すること」
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企 業 理 念 の 体 系

2 0 0 7 年 へ の ビ ジョン

経営理念

経営の
哲学・使命感

社員に対して日常的に
期待される行動の指針

当社の変わらざる伝統の精神

行動基準

創業訓

事業観　「お客様に満足される新しい機能を
　　　　創造します」

社員観　「社員の個性を尊重し、
　　　　一人ひとりの豊かさの実現を図ります」

社会観　「社会や自然との調和に努めます」

将来投資、社会コストをまかなった上で『質をともなった成長』を！

社　　是
一品一巻日東の総力。
顧客奉仕に貫く日東。

社　　訓
私たちの幸福は会社の繁栄と共に。

日東精神
進取の気迫を基本とする「開拓精神」
人の和を基本とする「協力一致の精神」。

1. 最高の品質とサービスをお客様に
　 提供しよう。
2. 安全を全てに優先しよう。
3. 常にチャレンジ精神を持って行動しよう。
4. 法と論理に基づいて行動しよう。
5. 自然環境の保護と省資源に努めよう。

企業価値

事業
（お客様）価値

「新しい価値の創造」

社員価値 社会価値

さらなる事業成長 CSR推進

・ コンプライアンス
・ 環境・安全・品質で社会と共生する会社
・ 社会貢献

・ グローバルニッチトップ製品倍増
・ 事業の選択と集中
・ グローバル化

・ 従業員のワクワク感向上
・ グループ一体感の醸成

成長を支えるOne-NITTO事業・経営インフラの強化

ブランド価値向上

2007年度 グローバル・エクセレント・カンパニーへ

2005年度　CSR元年

2004年度　コーポレート・ブランド元年

2003年度　グローバル元年
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